
   

    

20２２年 11月７日 

同友会＆関経連＆JSSA＆ATR＆けいはんな学研都市 コラボ企画 

ATR発、世界へと突き進むスタートアップとは？【第３弾】 
～日、台、イスラエルなどから登壇（素材、環境負荷軽減、製造業、MICE  etc.）～ 

 

◆ 講師 国際電気通信基礎技術研究所 代表取締役専務 鈴木 博之 氏 

◆ ピッチ 

（詳細別紙） 

fabula（日本）https://fabulajp.com/ 

‐野菜などの生ごみを食器や建築材料などの素材に変える技術 

COGNITEE（日本）https://cognitee.com/ 

‐経験と OJTに頼ってきたチームの営業力強化を AI で効率的に実現 
SOLUTUM（イスラエル）https://www.solutum.co/ 

‐常温で水に溶け生分解するプラスチック技術（プラスチック汚染への対応） 

Magnetika（スペイン）https://magnetika.tech/ 

‐磁気共鳴カップリングによるワイヤレス電力伝送 

（家庭環境で、安全にワイヤレスにエネルギーを転送できる技術） 

IFIVEO（カナダ）https://www.sourcefromontario.com/ 

‐手作業の多い製造工程を AI 搭載のビジョンシステムでカイゼン提案 

VM-Fi（台湾）https://www.vmfi.net/ 

‐5G と AI による同時翻訳システム 

（タイムラグが少なく、自然な表現を接客カウンターなどに提供） 

◆ 内容（予定） 

 
 ATRは 2019年より国内やイスラエル、カナダ等と連携しアクセラプログラム（KGAP＋）を展開。 

 Batch８となる今回は、世界から 142社が応募。うち、10ヶ国・地域から 21社が選出。 

 各登壇者は日本企業等との協業を目指しており、対話や PoC等に期待。 

 関西発でどんなイノベーションが生まれているのか？連携出来る事業はどこか？理解し、探ります。 

◆ 日 時 2022年１２月２１日（水曜日） １０時００分から１２時００分 

◆ 会 場 ZoomによるWeb形式【講師はWeb上での登壇となります】 
ZoomのURL…参加申込 URL（以下）より必要事項を登録していただくと、自動でメール送信されます。 

◆ 申 込 https://us02web.zoom.us/meeting/register/tZEqcOigrjsqHtKetgoOiELUWpQJ4zVetQu3 
（登録後、参加の ID・パスワードが自動送信されます） 

◆ 言 語 日本語、もしくは英語（英語の場合は同時通訳） 

◆ 対 象 関西経済同友会（フレンドリー宣言含む）、関西経済連合会の会員・スタッフ、JSSAのメンバー 
ほか、新規事業展開や研究機関発ベンチャーとの協業に関心をお持ちの企業や VC・CVCご担当者 
☆同友会、関経連会員企業、JSSA会員以外のご参加も大歓迎です！☆ 

◆ 主催 （一社）関西経済同友会 グローバル・ベンチャーエコシステム委員会 
（公社）関西経済連合会 ベンチャー・エコシステム委員会 
（一社）日本スタートアップ支援協会 

◆ 共催 (株)国際電気通信基礎技術研究所（ATR）、けいはんなリサーチコンプレックス推進協議会 

[お問い合わせ・お申込み先］ 
（一社）関西経済同友会 香川 （TEL：06-6441-1031（直通 6252）） メール：akihiko.kagawa@kansaidoyukai.or.jp 

（公社）関西経済連合会 白石 （TEL：06-6441-0106）           メール：f-shiraishi@kankeiren.or.jp 

（一社）日本スタートアップ支援協会 （TEL：072-760-3434） お問い合わせ：https://www.yumeplanning.jp/contact/ 

ご記入いただいた個人情報は､本事業(講演会)実施に関する業務､本会内管理資料の作成を目的として使用し､目的以外に利用することはいたしません。 
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